
































岩 川 明 則
連続波長可変 レーザーである､アレキサンドライ トレーザーの波長同調城(720､78Onm)
を可視から紫外城まで広げる目的で､第2高調波 (SH)を励起光に用いた水素分子の誘
導ラマン散乱 (SRS)による波長変縄を行った｡ア レキサンドライ トレーザーの基本波
によるf12のSRSでは､これ らの波長域は反ス トークス光の披長城 となるが､これ らのエ
ネルギーはス トークス光のそれに比較 して､小さいものである｡長さ1.5mのラマンセルを
用いて､励起光 (SH､波長370.0-380nm､出力エネルギー最高約3mJ)の波長とエネルギ






は4波混合による発生をうかがわせる｡ス トー クス光の波形は励起光の入力の立ち上が り
より遅れて､拭 く立ち上がっていく様子が明瞭に記録され､そのピークの時刻は透過励起
光の くぼみのミニマムの時刻と一致していることが判った｡通過励起光と各SRSパルス
波形の時間的相互関係の観測を含めて､このような結果をコンピュータ二によるシミュレ
ーションとともに報告する｡
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